
第８期麻生区地域福祉計画の基本方針について（案） 

 

「前期計画の振り返り」、「区の現況」、「実態調査の結果」に加えて、これまでの二年間にわたる

会議での委員のみなさんの意見を総合的に踏まえ、第 8 期地域福祉計画の方向性を固め、その

上で基本方針を検討します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員の意見 

これまでの 2 年間の摘録を元に重要な論点を抽出しました。 
 

地域活動への参加について 

・地域の担い手を増やすには、声掛けなど、新たな参加者を誘うことが大事 

・若い世代や働く世代を含めた担い手の発掘と、継続的な参加につながることが必要 

・講座は参加で終わらせず、仲間づくりへと展開していくことが不可欠 

 

区民への情報提供や支援について 

・SNS とホームページ等を組み合わせ、双方向の関係性を意識した情報発信が必要 

・情報を届けるだけでなく、区民の主体的な行動を引き出すことが肝要 

・介護している家族やヤングケアラーへの支援の視点も踏まえ、施策の充実が期待される 

 

連携、つながりを通じた地域課題への対応について 

・認知症施策は理解普及にとどまらず、地域での活動へつなげていくことが大きな課題 

・事業者や町内会とのネットワークで、孤独・孤立の予防を進めていくことが大事 

・見守りはセンサーとアンカーを意識して、区民が支援につながる体制を整えていくことが重要 

・情報交換会は情報共有から課題発見・解決へとつなげていくことが望まれる 

・圏域、小地域の連携の中で、地域課題を循環的に共有・対応する仕組みを構築していくことが 

必要 

 
   

麻生区の基本方針 

  前期計画の振り返り 麻生区の現況 実態調査の結果 

今までの委員の意見 

方向性 
 

R6 

①ソーシャルデザインセンタ― 

②重点項目（SNS、認知症、新しいご隠居 

スタイル）、生活支援コーディネーター 

③地域情報交換会 

R７ 

①幸福アンケート、高齢者生活状況調査、 

柿生地区社協調査 

②社会的孤立、地域の担い手の現状 

③新しい福祉（ピカソカレッジ、シニア AI）・・・ 

 
   

資料５  

 
第 8 期川崎市地域福祉計画の 

基本理念・基本目標の方向性と

相違ないか？ 



 全体のまとめ  

〇これまでの会議における委員の皆さんからの意見を踏まえると、次期の地域福祉の策定にお

いては、形式を整えることよりも、「中身の充実」や「本質的な効果」を重視した事業を展開し

ていくことが大事であると考えられます。 
 

〇たとえば、イベントの参加を目的化せず、その後の行動につなげることが重要です。また、情

報提供にとどまらず、個々の意識や行動の変化を促すとともに、継続的な相談支援や地域で

の支え合いへと結び付けていくことが求められています。 
 

〇地域福祉は行政だけで進めるものではなく、地域の多様な人や団体が役割を分担し、支え合

うことで成り立ちます。そのため、形式的な連携ではなく、実質的なつながりを深め、共に考

え共に行動していく人を増やしていくことが重要です。 
 

〇以上の視点は、現在、審議されている、第 8 期川崎市地域福祉計画の基本理念（案）が示す

方向性とも合致していると考えます。 

 

第 8 期川崎市地域福祉計画 

基本理念（案）： 市民一人ひとりが共に支え合い安心して暮らせる ふるさとづくり 

～川崎らしい都市型の地域包括ケアシステムの進化に向けて～ 
  

基本目標の検討にあたってのキーワード 

①ケアや共生への意識 セルフケア意識 

          ②地域のつながりから見守り、支え合う 

   ③包括的な支援体制で相談・支援が届く 

④政策課題別で地域分析 ケア資源を充実 

 
 

⇒次期計画は、厳しい社会情勢の中でも、麻生区という地域が持つ可能性と区民一人ひとりの力

を活かした内容とします。これまでの枠組みを踏まえつつ、「自助」「互助」を大切にし、さまざ

まな主体が共通の意識のもと連携しながら、地域福祉の発展を目指す内容とします。 
 

 第８期麻生区地域福祉計画の方向性（案）  

・ 就労年齢の延長や少子高齢化の進行を踏まえ、今後も地域活動の担い手不足が懸念されるこ

とから、地域人材の発掘・育成に取り組むとともに、活動を継続的に支える仕組みづくりを進め

ていく。 
 

・ 情報発信については、区民に情報を届けることにとどまらず、行動につながるものとするため、

SNS 等を活用した発信の充実を図るとともに、健康づくりや防災などを通じて、福祉を身近に

感じ、自分ごととして捉える意識を育んでいく。 
 

・ 50–80 問題やヤングケアラーなど、複合的な課題を抱える家庭の増加に対応するため、区役

所と関係機関が連携し、相談から適切な支援につなげる体制の充実を図っていく。 
 

・ ひとり暮らし高齢者の増加や社会的孤立といった課題に対して、地域でともに考え、ともに関

わる人を増やしながら、圏域や小地域における地域活動の広がりを促進していく。 
 

・ 自助・互助の取組を基盤としつつ、福祉関係団体に加え、企業や他分野の団体との分野を超え

た連携を広げ、それぞれの強みを生かした、持続可能な地域福祉の推進を目指していく。 



〇基本理念・基本目標 

⇒第 8 期から「川崎市の基本理念・基本目標」と共通になります。 
 

〇麻生区の基本方針（案）  ※前期計画の体系は冊子 P46 を参照         【★重点項目】  

 従来の基本目標を基本方針に、基本方針を代表的な取組と整理し、検討いたします。 

基本方針 １ 代表的な取組 

区民が主役の地域づくり 
１ 地域活動の参加につながる取組の推進 ★ 

２ 地域活動団体等への活動支援  

⇒地域の担い手の育成や、地域参加の促進、地域団体への支援を中心に、区民が意欲的に参加 

できる地域にむけて一層の進展が期待できる内容とします。 
 

従来の「健康づくり・介護予防事業の推進」は、次の基本方針２の代表的な取組３に含めます 
  

  

⇒従来の「区民本位の福祉サービスの提供」を「区民の暮らしを支える基盤づくり」に見直し、区民

一人ひとりへの働きかけや、区民自らの主体的な行動を促す内容も掲載します。 
 

取組１は、従来は「保健福祉に関する情報発信の充実」でしたが、保健福祉と明記せず、社会福

祉協議会など、他の支援機関も方針を共有できる文言に見直します。  
 

取組２は、従来は「相談支援に対する専門性の向上と関係機関との連携強化」でしたが、複合的

な問題に対応できる連携した相談体制を目指して「切れ目のない」という言葉を入れています。 
 

取組３は、新しい内容として、区民の自主的な取組に着目し、個々の健康づくりや防災・防犯対

策など、「自助」に関わる内容を中心に掲載します。 
 

⇒従来の基本目標３は基本方針３として継続して掲げます。 
   

代表的な取組について、「認知症にやさしいまちづくりの推進」は重点項目として継続し、従来

の他の方針は「小地域・圏域レベルでの連携」と「区全体の支援レベルでの連携」の二つに分け

て整理します。 
 

取組２は、社会的孤立を防ぐため、小地域・圏域でのつながりや支援の輪を広げるとともに、子

育て支援や防災・防犯、見守り活動の充実を通じて、安全・安心に暮らせる地域の実現を目指す

ものとします。 
 

取組３は、区全体での各支援団体・機関が役割を発揮しながら分野を超えた連携を進め、地域

包括ケアの推進体制の強化と、交流・情報共有を通じた地域福祉ネットワークの構築を図る内

容として掲載します。 

基本方針 ２ 代表的な取組 

区民の暮らしを支える 

基盤づくり 

１ 身近な形で届く情報発信の充実 ★ 

２ 切れ目のない相談支援体制の推進 

３ 安全・安心で健やかに暮らし続ける力の醸成 

基本方針 ３ 代表的な取組 

「ひと・もの・場」をつなぐ 

自助・互助の仕組みづくり 

１ 認知症にやさしいまちづくりの推進 ★ 

２ つながりを育む地域づくりの推進 ★ 

３ 持続可能な地域福祉を支えるネットワークの強化  

認知症を除く各取組は、個別のテーマではなく、社会の仕組み
や成り立ちに着目して整理しています。この整理により、行政機
関のみならず、区民をはじめ、さまざまな団体や機関がテーマ
の垣根を越えて共有できる取組となっています。 
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麻生区地域福祉計画の独自ツール（啓発パンフレットの作成）について 

 

○福祉計画の概要版に代わるものとして、区民にとって読みやすく、手に取ってもらい

やすいように写真・イラストを活用したパンフレットを作成し、福祉計画の周知と福

祉マインドの醸成を図ります。 

○地域の団体や協力企業、地域で活動するボランティアの声などを紹介しながら、これ

まで十分に伝えきれていなかった取組をより広く地域に届けていきます。 

〇地域の温かな関わりや支え合いを実感できる情報を発信し、区民の「福祉を大切にす

る気持ち」や「自分も何かできる」という意識を促していきます。 

★本パンフレットの企画・編集に関わる『編集委員』を、委員の皆さまの中から募集し

ます。（５名程度の予定） 

 

■ 主な検討内容 

・パンフレットの構成や内容に関する検討 

・掲載する事例や紹介内容の検討 

・読みやすさや伝わりやすさに関する検討 
 

■ 活動について 

・原則、本会議あとに、委員有志による作成委員会で話し合います。 

 （本日含め本会議あとに４回、別途必要に応じて１回の合計５回開催を予定） 

 

編集委員 氏名 

 

 

 

 

 

 

さまざまな地域課題がある中で、将来の麻生区がより明るくなる、希望を見出せる内容 

になればと考えています。人とのつながりから生まれる地域の可能性や前向きな変化に 

ついて、紹介したい事例や取組がございましたら、ぜひ、情報提供をお願いします。 

皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

資料 ７ 










